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                 2016 年 8 月  
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【原題】 Electronic Nicotine Del ivery Systems and Electronic Non-Nicotine Del ivery 

Systems (ENDS/ENNDS) 

ニコチン供給電子タバコ（ENDS）とニコチン非供給電子タバコ（ENNDS） 

【ダウンロード元】 http://www.who. int/fctc/cop/cop7/FCTC_COP_7_11_EN.pdf?ua=1 

 

【訳者注】 いわゆる「電子タバコ」には、ニコチン入り溶液を吸入するタイプ（Electronic Nicotine Delivery 

Systems：ENDS）とニコチンなし溶液を吸入するタイプ（Electronic Non-Nicotine Delivery Systems；ENNDS）があ

る。文中 ENDS はニコチン供給電子タバコ、ENNDS はニコチン非供給電子タバコを指す。 

 

はじめに 

 

1． 第 6 回締約国会議（2014 年 10 月 13-18 日ロシア連邦モスクワ）は、FCTC 事務局を通じて、世界保健機関に

対して以下の要請(1)を行った。それを以下に示す； 

(a) 第 7 回締約国会議までに電子タバコ（ENDS と ENNDS）の健康影響および喫煙率低下ならびにタバココン

トロール活動にもたらす影響に関する報告書を作成すること 

(b) それに基づいて、FCTC 第 6 回締約国会議第 9 決議第 2 段落で述べられた獲得目標を達成するために

必要な対策を明らかにすること 

(c) 電子タバコに使用される溶液の成分、排出煙の成分を適切に計測する方法を検討すること。 

本報告書では、締約国会議が承認した定義に基づいて、加熱溶液にニコチンが含まれる場合 ENDS、ニコチ

ンが含まれない場合 ENNDS と呼称する。 

 

2． この報告書は、ENDS/ENNDS に関して、タバコ製品規制に関する世界保健機関研究グループ（TobReg）の第

8 回会合（リオデジャネイロ、2015 年 12 月 9-11 日）(2)が 2015 年 12 月に発表した検討結果と科学的勧告、2016

年 5 月にパナマで行われた政策選択に関する非公式諮問会議結果、そして世界保健機関の依頼によって作成さ

れた 4 本の基礎的論文（3，4，5，6）の内容が含まれている。本報告書には、ＥＮＤＳ/ＥＮＮＤＳの成分および排出

物質に関する測定法の検討は含まれていない。本報告の補足資料は世界保健機関のウェブサイト1に掲載されて

いる。 

 

                                                   
1 http://who.int/tobacco/industry/product_regulation/eletronic-cigarettes-report-cop7/en/index.html 



ENDS/ENNDS 製品 

 

3． すべての ENDS/ENNDS は、電子タバコ用溶液（e-liquid）を加熱してエアロゾルを発生させる仕様となって

いる。エアロゾルには、プロピレングリコールやグリセリンに溶解されたフレーバーが含まれているが通例である。

すべての ENDS リキッドにはニコチンが含まれているが、ENNDS には含まれていない。ENDS/ENNDS は電子タバ

コという単一の商品カテゴリーとみなされているが、有害物質の産生、ニコチン排出の有無などに大きな違いがあ

るため、単一の商品カテゴリーとは言えないほど様々な製品が存在する。現在電子タバコ市場には、複数のカテ

ゴリーの製品が流通している。すなわち、第一世代；葉巻型タイプ、第二世代；タンクタイプ、第三世代；パーソナ

ル・べイパライザータイプである。このほかに、使用者が e-liquid を選択できるかどうか、あるいは、加熱電圧と抵

抗を調節したりベンチレーション・パターンを変えることができるかどうかにより、クローズとオープンの 2 種のシス

テムに分類する場合もある。 

 

4． どの e-liquid を使うか、どのように吸引するか、電圧と抵抗を上げて e-liquid からエアロゾルを産生する器具の

性能の大小により、電子タバコ使用者が、喫煙に匹敵するような迅速なニコチン摂取ができるか、また、喫煙と同

じ感覚を享受できるかどうかが左右され、使用者の満足度が左右される。 

 

タバココントロールにおける ENDS/ENNDS の位置付け 

 

5． もし、自力で禁煙できないあるいは禁煙する意志がない喫煙者のほとんどすべてが、速やかに、より健康被

害の少ないニコチン摂取方法に乗り換え、最終的にその方法も中止できるならば、公衆保健上の大きな成功をも

たらす事になる。しかし、その場合、子どもと非喫煙成人がニコチン摂取を求めて新たに喫煙を始める割合よりも

電子タバコを始める割合が少ないこと、そして最終的にゼロになることが必要である（訳注：ゲートウェイ効果の問

題）。ENDS/ENNDS がタバコ使用を抜本的に減らす役割を果たす事が出来るかどうかは現在のところ結論が出て

いない。これまでに得られたデータに基づいて電子タバコ使用を促進させることがタバココントロールに有益である

と主張する人々がいる一方、これまでのデータには不確実な点が多く、電子タバコのタイプによって禁煙成功率が

様々であり、電子タバコがどのように使用されるかについても様々なデータが出ているため、現時点では電子タバ

コを推奨すべきでないとする人々もいる。 

 

ENDS/ENNDS の市場規模 

 

6． 2015 年に ENDS/ENNDS は世界で約 100 億ドル（1 兆円強）売れている。シェアは米国 56％、イギリス 12％、

中国、フランス、イタリア、ポーランドで各 3-5％ずつの合計 21％となっている(7)。 ENDS/ENNDS の売り上げが今

後も伸びるかどうかは不明である（8）。また、この市場規模は、既存のタバコ産業によるタバコ葉を燃焼でなく加熱

してニコチン摂取を行う商品の投入（9，10，11）、加熱なしにニコチンを吸入させるテクノロジーの開発購入が進め

られているため(12，13，14)、変化する（拡大する）可能性がある。 

 

ENDS/ENNDS 単独使用による健康影響2 

 

7． ENDS/ENNDS を通常使用すると、グリコール類、アルデヒド類、揮発性有機化合物（VOCｓ）、多環系芳香族

炭化水素（PAHｓ）、タバコ特異的ニトロサミン（TSNAｓ）、重金属、ケイ素粒子等を含むエアロゾルが発生する。ジ

カルボニル（glyoxal, methylglyoxal, diacethyl）、ハイドロカルボニル（acetol）もエアゾール成分として重要である。こ

                                                   
2 Appendix 1 参照 



こに挙げた物質の多くは有害物質であり、様々な重篤な疾病を引き起こす事が知られている。 

 

8． ENDS/ENNDS の通常の単独使用によって発生するエアロゾルに含まれる有害物質の種類と濃度は、紙巻タ

バコ煙よりも少ない事が普通である。ただし、glyoxal（訳注：ウィキペデェイアより：ジアルデヒドであるため、変異原性を有す

る。特に DNA 中のグアニン残基に対して特異的に結合する。このため、取り扱いには注意が必要）など ENDS 特有の有害物質

もいくつかある。しかし、有害物質の濃度は製品によって極めて大きく異なり、中にはタバコ煙よりも高濃度に含ま

れる物質も存在する（15）。これは、オープンシステム器具で使用される e-liquid 成分がより高熱で分解されること

によるものと考えられる3。通常の使用条件で測定すると、鉛、クロム、ニッケルなどの重金属やフォルムアルデヒド

等が紙巻タバコ煙と同じかそれ以上の濃度で発生する ENDS/ENNDS 製品もある（15，16）。 

 

9．ENDS のエアロゾルには、タバコ製品特有の依存形成物質であるニコチンが含まれている。ニコチンは、依存形

成作用だけでなく、妊娠中の胎児の発育に悪影響をもたらし、心臓病の原因となる。ニコチンそのものは発がん物

質ではないが、発がんの「促進因子」として作用しがんの進行悪化の役割を果たす。また、神経変性作用がある

（17）。胎児期および小児期にニコチンに曝露されると、中枢神経の発達が長期にわたり阻害され、知能と感情に

障害をもたらすおそれがある。したがって、幼小児、若者、妊婦、妊娠可能年齢の女性にとって、ニコチン摂取をも

たらす ENDS の使用を避ける必要があることにまったく異論はない。 

 

10． e-liquid には 8000 種類近くのフレーバーが使用されている（21）。e-liquid に含まれるフレーバーが加熱され、

体内に吸引されることによる健康影響はほとんど解明されていない（22）。ポップコーン(23，24)、シナモン（25）、チ

ェリーフレーバーを加熱して吸入すると、健康に悪影響をもたらすおそれがあることが限られた研究結果によって

指摘されている。これらの研究では、フレーバーの多く、とくにスイート・フレーバーを長期間使用すると明らかな健

康影響がもたらされると述べられている。多くのフレーバーには刺激性があり（26，27，28）、気管支の炎症を引き

起こす（29）。また、フレーバーを含まない場合に比べて、フレーバーを含むエアロゾルには、タバコ煙ほどではな

いにしても細胞傷害作用をもたらすものもある（30）。さらに e-liquid を直接接触させた気管支上皮細胞はウイルス

に感染しやすくなる（31）。ただし、e-liquid の直接接触とエアロゾルによる曝露が同じ影響をもたらすかどうかは確

認されていない（32）。 

 

11． 医薬品レベルの品質の原料で製造された ENDS/ENNDS であれば、単独で通常の使用法で使用した場合、

発生する有害物質の種類と濃度は、紙巻タバコ煙よりも少ないから有害性も少ないと考えてよさそうである。しか

しながら、ENDS/ENNDS に全く害がないとは言えず、長期間の使用によって、慢性閉塞性肺疾患、肺がんそして、

恐らく心臓病などの喫煙関連疾患のリスクが増加するおそれがある(33)。それらの疾患のリスク増加度は、紙巻タ

バコ喫煙よりは少ないと考えられる(34，35，36)が、ENDS/ENNDS と紙巻タバコ喫煙の疾患リスクを定量的に比較

した研究は不足している。したがって、現時点では、ENDS/ENNDS が紙巻タバコ喫煙よりもどれくらい「安全か」と

いう具体的数字を示す事は出来ない。ただし、モデル研究の結果、現在の使用率のもとで、ENDS/ENNDS が健康

被害を有意に減らしていると証明するためには、ENDS/ENNDS が紙巻タバコよりも 3 倍以上「安全」である必要が

あると言われている（37，38）。 

 

12． ENDS/ENNDS 製品と e-liquid の種類によって、どれだけ健康影響の相対リスクが変わるのか、そして、喫煙

をはじめとしたニコチン摂取商品使用者と電子タバコ使用者の行動がどのように異なるかを早急に明らかにする

必要がある。その際以下の諸点に留意する必要がある： 

                                                   
3 このデータのばらつきの原因として、重金属および他の成分の粒子を加熱するための電圧をはじめとする因子のばらつき、解析に

用いた方法の不安定性等も考慮する必要がある。後者については、ENDS／ENNDS のエアロゾルの解析に関する確立された方法が

ほとんどないことが原因である。. 



 

a. 個々の有害成分の濃度が極めて低くとも、ENDS に使用される liquid とエアロゾル内で複数の有害

成分が複雑に混合された場合、有害作用が増強される恐れがある（39） 

b. エアロゾルに含まれる混合有害成分の濃度に基づいて健康影響を予測するだけでは意味がない。

化学、病理、臨床(39)そして疫学的手法を総合的に組み合わせて確固たる証拠をつかむ必要があ

る。 

c. タバコ産業は、ENDS/ENNDS エアロゾルの有害成分濃度が紙巻タバコ煙中の濃度よりもずっと低

いから電子タバコは安全であると主張している（40，41）が、タバコ煙成分の安全濃度が科学的に明

確にされておらず、特定の成分がどの喫煙関連疾患に影響を与えているかも明確にされていない

現状では、そのような単純な比較によって有害性を判断することはほとんど意味がない。 

 

ENDS/ENNDS 使用者から呼出されるエアロゾルに曝露された場合の健康影響 

 

13． ENDS/ENNDS 使用者から呼出されるエアロゾル（second-hand aerosol (SHA)）に曝露された場合

の健康影響をまとめたシステマティックレビューが最近発表された。それによると、「電子タバコのベイパーにさらさ

れると、健康に悪影響がもたらされる可能性がある」との結論が出されている（42)。世界保健機関が依頼したレビ

ュー（3）では、この問題に関する研究(43-55)は多いとは言えないが、SHA は PM2.5 や PM1 などの粒子状物質、

1,2-propanediol、VCｓ、重金属、ニコチンによる空気汚染の新たな原因であるとの結論を引き出すことができる。 

 

14． ENDS の SHA 中のニッケル、クロム等の重金属の濃度は、セカンド・ハンド・スモーク（SHS）の場合よりも

高い。もちろん通常のバックグラウンド空気濃度よりも高い。SHA の PM2.5 や PM1 濃度は、それぞれ通常気の

14-40 倍、6-86 倍高い4。さらに、SHA のニコチン濃度は 10-115 倍、アセトアルデヒドは 2-8 倍、フォルムアルデヒ

ドは 20％高い。重金属以外の SHA 中濃度は、SHS よりも低い。現在のところ、これらの有害成分の濃度が通常空

気よりも高いためにもたらされる健康影響の大きさは不明である。 

 

15． SHA への曝露によって有意な健康リスクがもたらされるはずがないと主張する人々もいるが（56）、彼らは、

呼吸器に弱点を持つ人々にとって SHA 曝露が有害影響をもたらすおそれがあることを隠している（57）。SHA に含

まれる有害物質の濃度が通常気を上回っているからには、SHA がすべての被曝露者の健康を脅かす可能性があ

ると考えることが合理的である(58)。 

 

ENDS/ENNDS は禁煙の助けになるか 

 

16． ENDS/ENNDS が禁煙を促進するかどうかについての科学的証拠は乏しく、確実性に欠けているため、信頼

できる結論を引き出す事が出来ない。2014 年に発表されたレビュー(59)では、2 件の無作為臨床試験（RTCｓ）につ

いて検討を行った結果、評価対象とされた ENDS には、低いながらも禁煙率を高める効果がみられたが、その知

見の総合的質は高いとは言えなかった（60）。世界保健機関が依頼したレビューでも、これらの RTCｓの証拠の質

と効果に関して同様の結論が述べられている。 

 

17． 追跡調査は RTCｓよりも、現実の使用状態とその結果を観察することができ、データも多いが、方法論上の

問題点が多く見られた。これらの調査を検討した 2 件のレビューによれば、ENDS の使用は禁煙の成功率を下げる

                                                   
4 SHA に含まれる微粒子は、受動喫煙の微粒子より存在期間が短い傾向がある。健康影響を左右する因子が有害物質の濃度なの

か、成分なのかは明らかになっていない（受動喫煙の微粒子とは異なる）。 



可能性があることが示唆された(61，4)。しかし、証拠の信頼性は極めて低かった。長期間の追跡調査では、ENDS

使用に禁煙を促進する効果は見られなかったとする報告が多かったが、第 3 世代の電子タバコを特定の使用頻度

で使用した場合、禁煙を促進できたと言う知見が得られた研究もある（62，63）。最終的結論を得るためには、さら

に調査が必要である。科学的研究の質と量が不十分であるため、ENDS が禁煙を促進するか阻害するかについて

の結論を出すことはできないと言うのが、現在までの結論である。 

 

ENDS/ENNDS は若者の防煙に役立つか 

 

18． 世界保健機関は、20 才以下の若者の ENDS/ENNDS の使用率のトレンドに関するレビューをまとめた（6）。

そのレビューでは、少数の国において確率抽出法によって実施された 27 件の調査結果について解析を行った。回

答者の年令範囲と ENDS/ENNDS 使用率は、調査地域によって大きく異なっていた。2013 年から 2014 年の間では、

非喫煙者の電子タバコ使用率はおよそ 2％だった。しかしフロリダ州では 13％、ポーランドでは 19％だった。喫煙

者の ENDS/ENNDS 使用率は、平均で 17％だが、フロリダ州（11-14 才 44.8％、15-18 才 51.7％）とポーランド（57％）

ではより高率だった5。 

 

19． 若者の ENDS/ENNDS 使用率のトレンドデータは 3 カ国（アメリカ、ポーランド、イタリア）のものがあるだけで

ある。イタリアの若者の喫煙者と非喫煙者の ENDS/ENNDS 使用率は、極めて低く、増加傾向はみられていない。

同様のトレンドはイギリスからも報告されているが、確率抽出法に基づいたデータではない。アメリカとポーランド

では、若者の ENDS/ENNDS が急増している。フロリダ州とポーランドのタバコを吸わない若者の ENDS/ENNDS 使

用率は、3 年間でそれぞれ 5 倍、8 倍に増え、それぞれ 6.9％、13％に達した。 

 

20． ENDS/ENNDS 使用率のトレンドは、二つに分かれる。ひとつは、低使用率のままで推移している国々、もう

ひとつは、使用率が急増している国々で、世界最大の使用量の国アメリカを含む。後者の国々では、タバコを吸わ

ない若者が ENDS/ENNDS を使用することが喫煙のゲートウェイになっているかどうかに関して活発な論争が巻き

起こっている。これまでの追跡調査（64-67）によれば、タバコを吸わない未成年者が ENDS/ENNDS を使用した場

合、喫煙開始率が少なくとも倍増することが明らかになっている。ENDS/ENNDS 使用が喫煙開始の促進要因にな

っているのか、それとも、ENDS/ENNDS を使用する若者と喫煙する若者には、ニコチン使用を促進する共通の社

会的、行動学的特質を持っているためであるかどうか判断することは出来ない。 

 

ENDS/ENNDS 販売促進活動 

 

21． 販売促進：ENDS/ENNDS 製造会社が主要な国の市場にどのような販売促進活動を行っているかについて

は、十分なデータがない(68)。2012 年以降、ENDS/ENNDS 宣伝費が増加していると言うデータは存在する(69，70)。

販売促進活動は、小売店(71)、映像と印刷メディアおよびネット(72)等様々なチャンネルを通じて行われている。さ

らに、製造企業のタイプによっても販促活動が異なっている(73)。健康影響がないと詐欺的宣伝を行ったり、若者

向けの宣伝を行ったり(74－78)、受動喫煙防止対策に反対する主張を行う例もある(79)。故意あるいは結果的に

喫煙を推進する内容の ENDS／ENNDS 宣伝を行う企業もあることが憂慮されている(80－82)。 

 

22． 価格：このトピックに関する調査結果を列挙する： 

a. ENDS／ENNDS の売上高と価格は著明に反比例する(83) 

b. ENDS／ENNDS と紙巻タバコは補完的関係にある。すなわち、紙巻タバコ価格が上がると、ENDS／
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ENNDS の売り上げが増加する(84)。したがって、紙巻タバコと電子タバコに共通の課税政策を適用

しなければ、よりやすい銘柄へのスイッチや電子タバコと紙巻タバコ間の乗り換えを防ぐことはでき

ない(85)。 

c. 充電可能な ENDS／ENNDS 器具の初期購入価格およびディスポーザブル ENDS／ENNDS 製品の

価格は、概して紙巻タバコよりも高額である(86)。 

 

23． 製品の特徴：フレーバーは ENDS の重要なセールスポイントの一つである。フルーツ、お菓子、キャンデー

風のフレーバーは、子どもやタバコを吸わない若者、ENDS／ENNDS を始めたばかりの若者に好まれる(87－90)

ため、ENDS／ENNDS に関心のある人々を取り込むために有用である。2009 年に、ある会社が、子どもの電子タ

バコ使用を防ぐためにフレーバーの販売を中止すると発表した(91)が、数年後、その発表は撤回された。フレーバ

ーは大人と既存の ENDS／ENNDS 使用者が紙巻タバコ使用を中止する上で役に立つようである（92）。したがって、

フレーバーを用いた ENDS／ENNDS 使用は、風味をアピールしたり、安全性をアピールしたり、使用者のイメージ

アップをもたらす製品のセールスポイントとなっているようである。 

 

24． プロダクト・プレイスメント：2014 年の電子タバコの売り上げの 3 分の 1 はインターネットを通じていた。アジ

ア太平洋地域、オーストラリア、ラテンアメリカでは、インターネットを通じた売り上げが極めて大きい（それぞれ

70％、85％、94％）。(訳注：プロダクトプレイスメントは「広告に見えない広告」の意味でつかわれることが普通だが、ここでは、「製品の販売ルー

ト」という意味で使っているようである) 

 

商業上の利益 

 

25． ENDS／ENNDS 市場は、最初の段階では、多国籍タバコ企業（TTCｓ）とつながりを持たない会社によって拡

大がはかられた。しかし、TTCｓは、今のところほとんど規制を受けていない電子タバコ市場への参入を急速に進

めている。ENDS／ENNDS の主要な市場であるアメリカと EU では、最近合意された取り決めにより規制が強化さ

れたため、ENDS／ENNDS 製品の市場参入コストが増大し、TTCｓによる市場寡占化が進行した。 

 

26． TTCs が ENDS／ENNDS の販売促進を進めていることは、タバココントロールに対する大きな脅威となってい

る。TTCｓは以下の事項を目指して ENDS／ENNDS の販売促進を行っている： 

 

a. 禁煙するためでなく、タバコを吸えない場合のつなぎとして ENDS を売り込み、タバコ消費が減ること

を防止する。さらに、禁煙のための効果的なニコチン吸引器具とならないように ENDS の性能を制限

した製品によって市場を占有する。（訳注：禁煙に効果的な他社の ENDS 製品の参入を妨害する目

的もあると思われる） 

b. ENDS／ENNDS の宣伝を通じて、大人と子どもに喫煙を進める宣伝を行う 

c. ENDS／ENNDS およびニコチン吸入テクノロジーが禁煙推進に役立つと主張して、政策立案者、科

学者、タバココントロール推進勢力を取り込んで、WHO FCTC を骨抜きにする一方、社会的責任を

果たす企業として社会に認められる事を目指す。 

 

27． 電子タバコに関して、タバコ産業をはじめとする ENDS／ENNDS 業界とその利害関係者とつながりを持った

研究調査が増えていることが懸念される。e-liquid とエアロゾルの成分を分析した 105 論文のレビュー（5）によれば、

著者の 30％はタバコ産業を含む ENDS／ENNDS 業界の資金を受け取っていることがわかった6。 
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必要とされる規制項目 

 

28． WHO FCTC の第 6 回締約国会議決議で定められた ENDS／ENNDS に関する目標を達成するために、各締

約国は、国内法との調和を図りながら、以下の規制項目の実施を追求する必要がある。ただし項目は、網羅的で

はなく、これ以外の事項の実施を妨げるものではない。 

 

29． 目的：非喫煙者、若者、とりわけ健康弱者の ENDS／ENNDS 使用開始を防ぐこと。ENDS／ENNDS 使用が、

喫煙のゲートウェイになるかどうかの結論は出ていないが、喫煙開始防止のためには、可能なことをすべて実施し

ておく必要がある。ENDS／ENNDS の輸入、販売、流通を禁止していない締約国は、以下の項目の実施を考慮す

ることを推奨する： 

 

a. 小児に対する ENDS／ENNDS の販売を禁止する 

b. 小児が ENDS／ENNDS を所持することを禁止する 

c. ENDS／ENNDS の宣伝、販売促進、スポンサー活動を禁止もしくは規制する（第 6 回締約国会議第

10 文書 Rev1 参照） 

d. 子どもが器具と e-liquid を買えないように ENDS／ENNDS への課税を強化して、使用開始を抑制す

ること7。同時に、紙巻タバコの価格が ENDS／ENNDS よりも高くなるように値上げし、喫煙の開始と

再開を防ぐこと 

e. 子どもに好まれるフレーバーの使用を規制すること 

f. ENDS／ENNDS の販売店、販売密度、販売ルートを規制すること 

g. ENDS／ENNDS の不正取引、密輸を防止する対策を実施すること 

 

30． 目的：ENDS／ENNDS 使用者と SHA 曝露者の健康影響をできる限り減らす事 

 

a. ENDS／ENNDS の輸入、販売、流通を禁止していない締約国は、ENDS／ENNDS 使用者の健康リ

スクを減らすために以下の事項の実施を考慮すること： 

i. 加熱吸入された e-liquid のフレーバーの安全性をチェックし、深刻な毒物学的影響が確認され

たジアセチル、アセチル・プロピオニル、シナマルデヒド、ベンズアルデヒド等の使用禁止あるい

は制限を実施すること 

ii. 健康リスクなしと確認された成分のみを許可すること。その場合最高純度品の使用を義務付け

ること 

iii. ENDS／ENNDS 器具の電気製品としての安全性および防火規格の遵守をはかること（訳注：航

空機内でも電子タバコの爆発事故が発生している） 

iv. 電子タバコ製造業者に製品の成分の政府への開示義務を課す 

v. 電子タバコ器具と e-liquid に適切なラベル表示を義務付ける 

vi. 電子タバコ製造業者に有害事象のモニターと報告義務を課す 

vii. 規制に従わない製品の排除を行う 

b. ENDS／ENNDS の輸入、販売、流通を禁止していない締約国は、非使用者の健康リスクを減らすた

めに、以下の対策を実施すること： 

                                                   
7 ENDS／ENNDS が医薬品としての規制対象となっており、その規制がしっかり遵守されている場合は、現行の課税方針を適用する

こと。 



i. 禁煙施設と屋内での ENDS／ENNDS 使用を法律で禁止する8。 

ii. 電子タバコ使用によってもたらされるおそれのある健康リスクに関する警告表示を義務付ける

こと。ENDS には、ニコチン依存の危険を公衆に告知する警告も追加する 

iii. e-liquid 誤飲による急性ニコチン中毒防止のために、a)未開封を確認できる仕様・子どもが開

けられない仕様・液漏れ防止機構の義務付け、b)e-liquid および器具単体あたりのニコチン濃

度とニコチン総量の規制を実施する 

 

31． 目的：ENDS／ENNDS 使用に健康上メリットがあると言う未証明の言説の防止。ENDS／ENNDS の輸入、販

売、流通を禁止していない締約国は、以下の事項の実施を考慮すること： 

 

a. 政府の専門機関の承認なしに、ENDS／ENNDS が禁煙に効果があると示唆的あるいは明確に主張

することを禁止する 

b. ENDS／ENNDS には害がない、あるいは、ENDS には依存性がないと示唆的あるいは明確に主張

することを禁止する 

c. 政府の専門機関の承認なしに、ENDS／ENNDS が、既存の（タバコ）製品よりも安全で依存性がすく

ないと示唆的あるいは明確に主張することを禁止する 

 

32． 目的：タバコ産業の利害関係者をはじめとする ENDS／ENNDS 業界とその利害関係者がタバココントロール

活動を妨害することを防ぐこと。すでに ENDS／ENNDS の輸入、販売、流通を禁止している締約国は、以下の事項

の実施を考慮すること： 

 

a. 締約国のタバココントロール政策に対する業界の干渉行為への注意を喚起する 

b. 業界との交流を規制する。交流を行う際には透明性を確保する 

c. 業界との連携は拒否する 

d. 政府職員および雇用者が業界と利益相反関係になることを防止する措置を講ずる 

e. 業界からの情報の透明性と正確性を確保する 

f. 企業による「社会的責任」活動を禁止する。この場合いわゆる「企業の社会的責任活動」以外の事

項についても同様である 

g. 業界への優遇措置の提供を拒否する 

h. 国営企業に対して民間企業以上の処遇は行わない 

 

締約国会議の活動 

 

33． 締約国会議は本報告書に留意し、さらに意見を寄せられたい 
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